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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第19期

第３四半期連結
累計期間

第20期
第３四半期連結
累計期間

第19期

会計期間

自平成22年
10月１日
至平成23年
６月30日

自平成23年
10月１日
至平成24年
６月30日

自平成22年
10月１日
至平成23年
９月30日

売上高（千円） 1,800,1651,690,7082,191,495

経常利益（千円） 329,331 196,554 209,819

四半期（当期）純利益又は四半期

純損失（△）（千円）
169,512△111,771 94,679

四半期包括利益又は包括利益

（千円）
169,512△111,771 94,679

純資産額（千円） 1,687,8811,449,2691,613,048

総資産額（千円） 2,143,1391,727,7752,000,670

１株当たり四半期（当期）純利益

金額又は１株当たり四半期純損失

金額（△）（円）

3,225.91△2,149.111,806.41

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円）
3,212.47 － 1,800.74

自己資本比率（％） 78.8 83.9 80.6

　

回次
第19期

第３四半期連結
会計期間

第20期
第３四半期連結
会計期間

会計期間

自平成23年
４月１日
至平成23年
６月30日

自平成24年
４月１日
至平成24年
６月30日

１株当たり四半期純利益金額

（円）
1,812.473,248.67

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．第20期第３四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、１株当たり四半

期純損失金額であり、また潜在株式が存在しないため記載しておりません。　

４．第19期第３四半期連結累計期間の四半期包括利益の算定にあたり、「包括利益の表示に関する会計基準」

（企業会計基準第25号　平成22年６月30日）を適用し、遡及処理しております。

　

２【事業の内容】

　当第３四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要な

変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。

　なお、ネットワークコンテンツ開発事業については、連結子会社の株式会社エイティングネットワークスが進めてま

いりましたが、同社の清算結了に伴い、開発体制の再構築を進めております。　
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第３四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

　また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

　

２【経営上の重要な契約等】

　当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

（１）業績の状況

　当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、依然として厳しい状況にあるものの、復興需要等を背景として、

緩やかに回復しつつあります。ただし、海外金融資本市場の変動や海外景気の下ぶれ等によって、景気が下押しされる

リスクが存在しております。

　家庭用ゲームソフト業界におきましては、各ゲームソフト会社から、多くの人気タイトルが発売予定となっておりま

す。６月には米国にてE3（エレクトロニック・エンターテインメント・エキスポ）が開催され、次世代ゲーム機や新

型ゲームソフトの発表が行われ、今後の市場活性化が期待されております。

　ソーシャル・ネットワーキング・サービス（SNS）業界におきましては、コンプリートガチャ問題が発生し、ソー

シャルゲームの在り方に一石を投じた結果となりました。その一方で、国内ゲーム会社各社が続々と海外展開を行っ

ており、世界におけるスマートフォンの普及も相まって、世界的にもソーシャルゲーム市場の規模拡大が予想されて

おります。

　このような環境の中、当社グループでは多様化するゲームのニーズに対応すべく、マルチプラットフォーム開発や

ゲーム制作ツールの使用により、開発業務の効率化を行っております。　

以上の結果、当第３四半期連結累計期間の当社グループの経営成績は、売上高は1,690,708千円（前年同四半期は売

上高1,800,165千円）、営業利益は193,517千円（前年同四半期は営業利益331,574千円）、経常利益は196,554千円

（前年同四半期は経常利益329,331千円）、四半期純損失は111,771千円（前年同四半期は四半期純利益169,512千

円）となりました。

　

セグメントの業績は、次のとおりであります。

　

①　ゲームソフト開発事業

　ゲームソフト開発事業におきましては、PS3・XBOX360・Wii等向けの複数のタイトルの開発を引き続き進めており

ます。

　当第３四半期連結累計期間においては、開発着手の遅れにより人員の余剰が発生し原価増が見込まれておりまし

たが、開発業務の内製化と、早期の受注確定に向け対応しております。　

　以上の結果、ゲームソフト開発事業における売上高は1,293,391千円（前年同四半期は売上高1,682,721千円）、営

業利益は559,840千円（前年同四半期は営業利益616,708千円）となりました。

　

②　モバイルコンテンツ開発事業

　モバイルコンテンツ開発事業におきましては、SNSコンテンツの需要拡大に対応すべく、引き続き初期開発並びに

運用業務を行ってまいりました。　

　当第３四半期連結累計期間においては、開発体制拡充の優先により、営業費用が売上高を上回る結果となりまし

た。成果物の規模見積や作業項目、役割分担などを早期に明確化していくことで、開発工程や原価管理の改善を引き

続き進めてまいります。　

　なお、モバイルコンテンツに係る問題として、上述のとおり、コンプリートガチャ問題が発生しましたが、当社の通

期業績への影響は限定的と判断されます。　

　以上の結果、モバイルコンテンツ開発事業における売上高は397,317千円（前年同四半期は売上高117,292千円）、

営業損失は84,283千円（前年同四半期は営業損失22,864千円）となりました。
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③　ネットワークコンテンツ開発事業

　ネットワークコンテンツ開発事業におきましては、連結子会社である株式会社エイティングネットワークスが平

成24年６月18日付で清算を結了いたしました。　

　今後は、オンラインゲーム開発で培ったネットワーク技術を活用し、拡大するネットワークコンテンツ市場のニー

ズに対しコンテンツの提供を検討してまいります。　

　以上の結果、当第３四半期連結累計期間においては、売上高及び営業損益は計上しておりません。（前年同四半期

においては、売上高96千円、営業損失9,440千円が計上されております。）

　

（２）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第３四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題に重要な変更及び新たに生じた課題はありま

せん。

　

（３）研究開発活動

　該当事項はありません。　

　

（４）従業員数

  従業員数が前連結会計年度末に比べて26名増加しましたのは、ゲームソフト開発事業及びモバイルコンテンツ開発

事業の業務内容の拡大に伴い、新規採用及び中途採用を行ったことによるものであります。　　

　

（５）主要な設備

　当第３四半期連結累計期間において、主要な設備に著しい変動があったものは、次のとおりであります。

　株式会社エイティングネットワークスのコンテンツ仮勘定の減損処理を行ったことに伴い、四半期連結貸借対照表

の無形固定資産が288,811千円減少しております。　
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 200,000

計 200,000

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成24年６月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成24年８月10日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 55,238 55,238
東京証券取引所

マザーズ市場

単元株制度は採用

しておりません。

計 55,238 55,238 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。　

　

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

　

（４）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

　平成24年４月1日～

　平成24年６月30日
－ 55,238 － 210,351 － 271,601

　

（６）【大株主の状況】

　当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（７）【議決権の状況】

　当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載

することができないことから、直前の基準日（平成24年３月31日）に基づく株主名簿による記載をしておりま

す。

 

①【発行済株式】　

 平成24年６月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式　　3,230 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式 　52,008 52,008 －

単元未満株式 － － －

発行済株式総数 55,238 － －

総株主の議決権 － 52,008 －

　

②【自己株式等】

 平成24年６月30日現在

所有者の氏名又は
名称

所有者の住所
自己名義所有株
式数（株）

他人名義所有株
式数（株）

所有株式数の合
計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

株式会社エイティ

ング

東京都品川区南大

井六丁目20番14号

　

3,230 － 3,230 5.85

計 － 3,230 － 3,230 5.85

　

２【役員の状況】

　該当事項はありません。　
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令第

64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間（平成24年４月１日から平成24

年６月30日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成23年10月１日から平成24年６月30日まで）に係る四半期連結財

務諸表について、新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

前連結会計年度
(平成23年９月30日)

当第３四半期連結会計期間
(平成24年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,052,792 992,175

受取手形及び売掛金 300,001 303,614

繰延税金資産 10,051 1,652

その他 38,083 89,605

流動資産合計 1,400,929 1,387,046

固定資産

有形固定資産 62,479 50,278

無形固定資産 420,381 180,857

投資その他の資産 116,880 109,592

固定資産合計 599,741 340,728

資産合計 2,000,670 1,727,775

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 35,387 24,672

賞与引当金 － 66,154

受注損失引当金 － 6,535

その他 295,778 176,731

流動負債合計 331,166 274,094

固定負債 56,456 4,412

負債合計 387,622 278,506

純資産の部

株主資本

資本金 210,351 210,351

資本剰余金 271,601 271,601

利益剰余金 1,323,109 1,159,330

自己株式 △192,013 △192,013

株主資本合計 1,613,048 1,449,269

純資産合計 1,613,048 1,449,269

負債純資産合計 2,000,670 1,727,775
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（２）【四半期連結損益及び包括利益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自　平成22年10月１日
　至　平成23年６月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成23年10月１日
　至　平成24年６月30日)

売上高 1,800,165 1,690,708

売上原価 1,096,897 1,105,946

売上総利益 703,268 584,762

販売費及び一般管理費 371,694 391,245

営業利益 331,574 193,517

営業外収益

受取利息 11 1

還付加算金 1,667 －

補助金収入 － 3,000

その他 659 495

営業外収益合計 2,337 3,496

営業外費用

支払利息 575 459

自己株式取得手数料 3,570 －

その他 434 －

営業外費用合計 4,579 459

経常利益 329,331 196,554

特別損失

減損損失 － 288,811

開発中止損失 4,512 －

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 1,694 －

特別損失合計 6,206 288,811

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

323,125 △92,256

法人税等 153,612 19,514

四半期純利益又は四半期純損失（△） 169,512 △111,771

四半期包括利益 169,512 △111,771

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 169,512 △111,771
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【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

 
当第３四半期連結累計期間
（自　平成23年10月１日
至　平成24年６月30日）

税金費用の計算 　税金費用については、当第３四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純

利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益又

は損失に当該見積実効税率を乗じて計算しております。　

　

【追加情報】

当第３四半期連結累計期間
（自  平成23年10月１日
至  平成24年６月30日）

（会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計基準等の適用）

　第１四半期連結会計期間の期首以後に行われる会計上の変更及び過去の誤謬の訂正より、「会計上の変更及び誤謬の訂

正に関する会計基準」（企業会計基準第24号　平成21年12月４日）及び「会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計基

準の適用指針」（企業会計基準適用指針第24号　平成21年12月４日）を適用しております。　　　
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【注記事項】

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

  当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半期連

結累計期間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであります。

  
前第３四半期連結累計期間
（自  平成22年10月１日
至  平成23年６月30日）

当第３四半期連結累計期間
（自  平成23年10月１日
至  平成24年６月30日）

減価償却費 36,198千円 42,879千円

　　

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自　平成22年10月１日　至　平成23年６月30日）

１．配当金支払額

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成22年12月22日

定時株主総会
普通株式 53,394 1,000平成22年９月30日平成22年12月24日利益剰余金

　

２．基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期間の

末日後となるもの

　該当事項はありません。　

　

３．株主資本の著しい変動

　当社は、当第３四半期連結累計期間において、平成22年11月15日開催の取締役会決議に基づき、自己株式1,631株

を取得いたしました。この結果、当第３四半期連結会計期間末において、自己株式が82,962千円増加し、192,013千

円となっております。

　　

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自　平成23年10月１日　至　平成24年６月30日）

１．配当金支払額

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成23年12月21日

定時株主総会
普通株式 52,008 1,000平成23年９月30日平成23年12月22日利益剰余金

　

２．基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期間の

末日後となるもの

　該当事項はありません。　

　

３．株主資本の著しい変動

　該当事項はありません。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自平成22年10月１日 至平成23年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）　

 

報告セグメント
その他
（注）

合計ゲームソフト
開発事業

モバイル
コンテンツ
開発事業

ネットワーク
コンテンツ
開発事業

計

売上高       

外部顧客への売上高 1,682,721117,292 96 1,800,11054 1,800,165
セグメント間の内部売上高又
は振替高

－ － － － － －

計 1,682,721117,292 96 1,800,11054 1,800,165

セグメント利益又は損失（△） 616,708△22,864△9,440 584,403 39 584,442

（注）「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、デジタルキャラクターの企画製作及び

特許開発等を含んでおります。

　

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益及び包括利益計算書計上額との差額及

び当該差額の主な内容（差異調整に関する事項）

　 （単位：千円）

利益 金額

報告セグメント計 584,403

「その他」の区分の利益 39

全社費用（注） △252,868

四半期連結損益及び包括利益計算書の営業

利益
331,574

（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない販売費及び一般管理費であります。

　

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　該当事項はありません。　
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Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自平成23年10月１日 至平成24年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報　

　　　（単位：千円）

 

報告セグメント

その他 合計ゲームソフト
開発事業

モバイル
コンテンツ
開発事業

ネットワーク
コンテンツ
開発事業

計

売上高       

外部顧客への売上高 1,293,391397,317 － 1,690,708－ 1,690,708
セグメント間の内部売上高又
は振替高

－ － － － － －

計 1,293,391397,317 － 1,690,708－ 1,690,708

セグメント利益又は損失（△） 559,840△84,283 － 475,557 － 475,557

　

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益及び包括利益計算書計上額との差額及

び当該差額の主な内容（差異調整に関する事項）

　 （単位：千円）

利益 金額

報告セグメント計 475,557

「その他」の区分の利益 －

全社費用（注） △282,039

四半期連結損益及び包括利益計算書の営業

利益
193,517

（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない販売費及び一般管理費であります。

　

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　該当事項はありません。
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四半期純損失金額（△）及び算定上の基礎、潜在株式調整後１株当

たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。　

　
前第３四半期連結累計期間
（自　平成22年10月１日
至　平成23年６月30日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成23年10月１日
至　平成24年６月30日）

(1）１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四

半期純損失金額（△）
3,225円91銭 △2,149円11銭

（算定上の基礎） 　  

四半期純利益金額又は四半期純損失金額（△）

（千円）
169,512 △111,771

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額又は四半期純

損失金額（△）（千円）
169,512 △111,771

普通株式の期中平均株式数（株） 52,547 52,008

(2）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 3,212円47銭 －

（算定上の基礎）  　

四半期純利益調整額（千円） － －

普通株式増加数（株） 220 －

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当

たり四半期純利益金額の算定に含めなかった潜在株

式で、前連結会計年度末から重要な変動があったも

のの概要

－ －

（注）　当第３四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、１株当たり四半期純損

失金額であり、また潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

 

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成24年８月10日

株式会社エイティング

取締役会　御中

新日本有限責任監査法人

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 渡邊　浩一郎　　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 立石　康人　　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社エイティ

ングの平成23年10月１日から平成24年９月30日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（平成24年４月１日から

平成24年６月30日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成23年10月１日から平成24年６月30日まで）に係る四半期連

結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益及び包括利益計算書及び注記について四半期レビューを

行った。

　

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結

論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して

四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、

分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社エイティング及び連結子会社の平成24年６月30日現在の財政状

態及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての

重要な点において認められなかった。

　

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

　

　（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

　　　　２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれておりません。
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